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 埼玉県公立高校の令和６年度日程 
２月７日（水）、８日(木)、９日（金） 入学願書、調査書、学習の記録等一覧表等の提出期間 
                                           ２月７日は郵送による提出 
２月１４日（水）、１５日（木） 志願先変更期間 
２月２Ⅰ日（水）        学力検査 
２月２２日（木）        実技検査、面接(一部の学校) 
３月 １日（金)        入学許可候補者発表 
３月 ４日（月）        追検査 
３月 ６日（水）        追検査入学許可候補者発表 
 

2 月 9 日埼玉県の公立高校の出願状況が

発表された。 

全日制課程の応募者は，39,587 人で，前

年の 40,070 人より，483 人(前年は 383 人減

少)減少していた。 

１２月１５日現在の進路希望調査での公立

全日制希望者数 39,794 人の 99.5％(前年

98.9％)となった。１２月１５日以降に志望校

変更した生徒は 207人だったことになる。 

定員から転編入枠を差し引いた募集予定

数 35,130 人に対する倍率は，1.13 倍(31 年

度は 1.16倍，令和 2年度は 1.12倍，3年度

は 1.10 倍，4 年度は 1.10 倍，5 年度は 1.11

倍)となっていた。 

また，普通科の応募者は，30,226 人と前

年の 31,103人より 877人減少し，1.16倍と，

前年を 0.01倍下回っていた。 

普通科の学校ごとでは，倍率が 1.5倍を超

えた高校は，市立浦和 1.82 倍，川口市立

1.61 倍，川口北 1.52 倍，川越 1.52 倍，蕨

1.51倍，所沢 1.51倍，市立川越 1.51倍，和

光国際 1.50 倍など前年の 5 校より 3 校増え

8校となっていた。 

また、普通科以外では，大宮・理数 2.55倍，

大宮北・理数 2.15 倍，市立川越・国際経

済.82倍，川口市立 1.65倍，大宮光陵・美術

1.65倍，岩槻・国際文化 1.65倍，松山・理数

1.58 倍，和光国際・外国語 1.58 倍，春日部
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１. 埼玉県 公立高校出願状況 

資料① 令和 6年度公立高校出願状況 

  

 

入試が早まった影響は? 
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女子・外国語 1.58 倍，和光国際・外国語

1.57倍が高倍率となっていた。 

普通科 28校と専門学科 28校 38学科，総

合学科 5校で定員を割っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

東京都教育庁は，2月 2日，令和 6年度推

薦入試の結果を，2 月 8 日に同一般・分割前

期の応募状況を発表した。 

全日制普通科の 108校(推薦では同 103校)

では，男女合同選抜への移行により，発表は

すべて男女合計になっているため，具体的な

男女別の数値が見えなくなっていることに注

意が必要だ。 

合格発表日は，推薦が 2 月 2 日，一般が 3

月 1日となっている。 

都立では，27 年度入試から一般・分割前

期・後期の学力検査の採点作業，及び採点に

関わる解答の仕方，一部の学校でのマークシ

ート導入試行が実施された。28 年度では，一

般・分割前期の共通問題使用では，全校マー

クシート方式で実施された。30 年度では，進

学指導重点校 6校と，進学重視型単位制 3校

については，国数英の 3教科を自校作成に変

えている。4 年度から，男女別定員の 10％の

緩和措置が採られている。 

5 年度では，ネットによる出願の全校採用と，

男女別定員の 20％の緩和になり，英語のスピ

ーキングテストが採用されている。 

6年度入試では，普通科の推薦・一般とも男

女別合同選抜へ移行する事。帰国生まで

WEB 出願の対象とすることが拡大されてい

る。  

都内公立中学校の卒業予定者は，公私連

絡協議会資料で 78,025 人と前年度の 77,687

人より 338 人の増加予定だが，計画就学率を

今年度から 93％にした影響もあり，都立高校

の全日制募集定員は 40,635人と前年より 395

人(10学級)の定員減を行っていた。 

全日制普通科(含むコース・単位制)の推薦

入試では，応募者は前年より 159 人増加し

17,907人になった。また，受験倍率は 61名の

辞退者があったが， 2.86 倍と昨年より，0.02

ポイント下降した。全日制全体では，2.47 倍と

前年と同じだった。 

8 年前の内申のみを重視した選抜から，各

校が定めた小論文・作文・実技および集団討

論などの結果を重視した選抜への変更以来，

推薦希望者は，大幅に減少してきたが，それ

にも増して，推薦定員を，普通科 20％，専門

学科 30％(商業科 20％)，新しいタイプの学校

30％などとし，3 年かけて約 2,500 人減少させ

たことの影響が続いているものと見られる。 

4 年度からの，調査書の評定のつけ方が変

２． 東京都 都立高校入試結果から 

資料② 東京都 都立高校推薦入試結果 総括表 

資料③ 東京都 都立高校一般・分割前期出願状況 

最近数年来の高倍率常連校だった大宮1.49倍，浦和西1.45倍，川越南1.41倍，越ケ谷1.44倍，越

谷南 1.43 倍など普通科で 2 倍を超える学校がなくなり，平滑化してきたように感じています。コロナ

禍が明けて受験生の正常(?)な学校選択が行われた結果なのかもしれません。 

一方で，約 790 人の在籍の減少に対して，令和 8 年の統廃合の対象校 6 校の募集停止を含め，800

人の定員削減が実施されました。65対35の公私間協定比率から見ると300人は多い人数となります。 

この影響で，公立の平均倍率は1.13倍と0.02ポイント上昇しました。 
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わった影響があったと考えられよう。 

6 年度では，外的な要因としては，コロナ禍，

大学入試改革や，私学進学者への東京都の

授業料補助の上限の撤廃や，授業料全額補

助などで，私学志向の増加が予想された。 

普通科の学校別で 5倍を超えた学校は， 

1昨年の，青山 7.7倍，東 5.0倍，鷺宮 5.0倍

の 3校から，前年の鷺宮 5.6倍，小岩 5.1倍の

2 校になり，今年度では三田 5.3 倍，本所 5.2

倍，板橋 5.0倍の 3校となった。 

全日制全体の倍率では，2.47 倍（昨年は

2.47倍）と変わらなかった。 

一般・分割前期の応募状況では，全日制の

募集人員は，前年より 519 人多い 30,343 人

(普通科は 482人少ない 24,658人)，応募総数

では，前年より 221 人少ない 42,017 人となっ

た。応募倍率では，前年より 0.01 ポイント高い

1.38倍となった。島しょ等・コース制・単位制を

除く普通科は，389人減の 31,646人で前年よ

り 0.01ポイント高い 1.47倍となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京都小池都知事は，12 月に実施した都議会の

冒頭で，都内の全ての世帯に対して「私立高校の

授業料を令和6年以降実質無償化する」という方針

を発表した。 

 この方針では，これまで行ってきた各家庭の年収

制限(910万円)の撤廃と，授業料負担金最大47万5

千円から授業料全額助成になるものと考えられる。

また，東京都では，都外私学に通う生徒にも同様の

措置が採られており，文字通り全世帯が対象となる

見込みだ。 

 また，この考えを国にも働きかけるとしており，今

後の国の就学支援事業にも影響を与える可能性が

ある。 

 但し，私学の授業料は，それ以外にも，入学金，

施設費，修学旅行積立金等あるため，生徒負担金

のおよそ半額となっているようだ。 

 

 

 

 

 一貫型中高一貫校として１９年４月に開校した

さいたま市立浦和中学校の 18 年目の入試が開

始され，募集人員 80人(男子 40人，女子 40人)

に対し，659人(男304人，女355人)が出願した。

一昨年度，やや下降したが，再度上昇に転じて

いる。受験倍率は，8.2倍と高倍率となっていた。 

応募者は，さいたま市内在住者に限られるた

め，市内の小学校６年生，１万 1448 人(５月１日

現在)のうちの 5.8％(前年は 5.5％，一昨年は

5.3％)にあたる。 

同中学では，１月 13日の１次試験，１月 20日

の二次試験を経て，１月24日に合格発表で，一

埼玉県 さいたま市立浦和中学の応募状況について  

 都立高校の普通科の男女の定員制の廃止によって，男女内訳は不明となりました。格差の是正としていま 

すが，6年度の都立入試は，男子に厳しい結果となりそうです。 

 一方で，一般の倍率の上昇と，都知事の私学在籍者に対する支援金の枠の撤廃，授業料の限度額の撤廃の 

発言が，私学志向の上昇となっているのかが注目されます。 

 

３． その他の話題 

   

 東京都 私学の支援金上限撤廃へ  
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次合格男子120人，女子120人。同二次合格は，

男子４０人，女子４０人となっていた。 

 

 
29年度 484人   
30年度 493人 
31年度 675人 
令和 
2年度 618人 
3年度 561人 
4年度 624人 
5年度 640人 
6年度 659人 

 

 

 

 

 

 埼玉県初の中等教育学校として平成 31年に開

校した，さいたま市立大宮国際中等教育学校の

第 6 回目の入試が実施された。募集は，男女 80

ずつ 160人に対して，出願は，男子318人，女子

412人の計730人で出願倍率は，男子4.0倍，女

子5.2倍。一次選抜受験者は，男子316人，女子

409人で計725人。一次選抜合格者は，男子200

人，女子 200人，計400人だった。 

二次選抜受験数は，男子151人，女子１47人，計

298人。二次選抜合格者数は男子80人，女子80

人の計 160人と発表されている。 

今後入学手続き状況を見ながら，繰り上げ合

格が実施されると思われる。 

受験資格は、さいたま市在籍の生徒のため市

立浦和中学との重複もあるようだ。 

市内の 6.4％が出願していた。 

出願  

31年度 計1,010人 男子444人，女子566人 

2年度 計  702人 男子302人，女子400人 

 3年度 計  628人 男子262人，女子366人 

4年度 計  686人 男子282人，女子404人 

5年度 計  684人 男子283人，女子401人 

6年度 計  730人 男子318人，女子412人 

 

 

 

 
 

創立21年目となる県立伊奈学園中学校の

応募者が，12月26日締め切られ令和6年度

入試応募者が確定した。今年度の応募者は

400人，25年度に抽選が廃止になり，全員に

調査書・願書・受験 (受験料 2200円)が義務

付けられている。一次選考は，①思考力及び

表現力を見る作文，②課題を発見し，解決す

る力を見る作文を各５０分で書かせる。となっ

ている。 

尚，１月 13日に第一次選考が実施され 1次

受験者395人，合格者206人。 

1月20日に第二次選考が実施され2次受験

者178人，1月25日に合格者が80人と決定し

ているがその後，私学などへの手続き状況を

見ながらの繰上げ合格がありそうだ。 

埼玉県 伊奈学園中学の抽選応募状況について  

埼玉県 さいたま市立大宮国際中等教育学校の応募状況について  
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 年度                応募   受験         倍率 

平成24年度           ９５０人         ４．８倍（抽選） 

平成25年度    全員受験 ７１２人            

平成26年度           ５９８人  ５９１人   ２．６倍（一次）     

平成27年度           ５４２人         ２．７倍（一次） 

平成28年度           ４２９人  ４２５人   ２．1倍(一次) 

平成29年度           ４０６人  ４００人   １．９倍(一次) 

平成30年度           ３６６人  ３６５人   ２．０倍（一次） 

平成31年度           ３７１人  ３６８人   １.９９倍(一次) 

令和 2年度           ４１０人         ２.２５倍(一次) 

令和 3年度           ４０２人   ３９５人    ２．０９倍(一次) 

令和 4年度               ４４０人  ４３３人   ２．２０倍(一次) 

令和 5年度           ３６５人  ３６１人   １．８１倍(一次) 

令和 6年度           ４００人  ３９５人   １．９２倍(一次) 

 
 
 

 

令和３年４月に開校した川口市立附属中学

校の第4回目の入試応募状況では，募集男女各

40人に対し，志願者は男子187人で4.7倍，

女子 178人で 4.5倍，1月14日の第一次選考

の実受験数，合格者，2次選考受験者，合格者

は，未公表となっている。 

受験資格は川口市在住の生徒とされる。市内

卒業予定者は4,891人(5年5月1日現在)で出

願した365人は，このうちの 7.5％となってい

た。 

3年連続で出願者が減少しているが，これは，

高倍率に加えて，入試問題の質が明らかになっ

たことと合格者のレベルが見えたことによる

ものと考えられる。 

合格者のレベルも安定してきたようだ。 

一昨年は，志願者は男子191人で4.6倍，女

子 227人で 5.5倍，昨年は，男子 211人で5.3

倍，女子は207人で5.2倍だった。 

閑話休題 

 中学入試が終わり，都内私立高校入試が 2月１０日・１１日でほぼ終了しました。 

 公立高校入試では，東京の推薦が終了し一般選抜の出願が東京・千葉・埼玉と締め切られています。 

東京都の入試では，男女別定員の撤廃と小池都知事の私学授業料無償化発言があり，出願への影響が予想され

ました。また，若干の在籍増にも関わらず，都立募集枠も縮小がありましたが，都立一般倍率は，ほぼ前年並みに推

移しそうです。 

埼玉の男女共同参画苦情処理委員会の共学化への提言は，教育局によって1月に浦和、浦和第一女子の2校の

関係者に意見聴取を行ったようです。是とする意見，否とする意見が寄せられたとのことです。浦和一女では，在校

生の保護者のアンケートで 9割が反対・おおむね反対だったとのことでした。8月までには，結論が出るようです。 

女子生徒が浦和高校出願を拒否されたことから出された勧告ですが，別学校の共学化には，女子校からの反発

の声が大きいようです。平成 14年にも同勧告が出されましたが，OB・OG会が中心となり２７万の署名を集め県に提

出しました。県教委は県民の強い支持があるとして「当面維持」という結論を出しています。 

当時と現在を比較すると，ジェンダー平等を声高に論議された場合，一定の妥協点を模索するしかないのかもし

れません。 

 いよいよ埼玉でも，令和 6 年度の公立高校入試が開始されました。コロナ，インフルエンザなど再流行の兆しが

ありますが，受験生の皆さんが健康で，力いっぱい受験に立ち向かっていけるように願ってやみません。 

  

 

 

埼玉県 川口市立附属中学の応募状況について  
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資料① 

令和 6年 2月9日 
令和 6年度埼玉県公立高等学校入学者選抜における入学志願者数について 

部局名：教育局高校教育指導課 
 

1 令和6年度入学者選抜実施校数 
136校（全日制131校、定時制24校（うち全日制に併置する学校19校）） 
(全日制普通科 98校・専門学科54校・総合学科9校、定時制普通科 17校・専門学科4校・総合学科
5校) 
  
2 募集人員及び志願者数等 
  (1) 募集人員 
 全日制の募集人員は35,370人で、5年度の36,242人より 872人少ない。 
定時制の募集人員は  2,116人で、5年度の 2,116人と同じ。 
 （上記には、転勤等に伴う転編入学者等の募集人員（全日制 240、定時制56）を含む。） 
(2) 志願者数 
    ア 全日制は39,587人である。 
    イ 定時制は  1,206人である。 
    ウ 全日制の普通科は   30,226人である。 
    エ 全日制の専門学科は  7,605人である。 
    オ 全日制の総合学科は 1,756人である。 
  
(3) 倍率 
    ア 全日制は 1.13倍である。 
    イ 定時制は 0.59倍である。 
    ウ 全日制の普通科は 1.16倍である。 
    エ 全日制の専門学科は 1.03倍である。 
    オ 全日制の総合学科は 1.01倍である。 
(4) 入学志願者数等一覧表  

課程・学科 入学許可候
補 

予定者数(A) 

志願者数(B) 倍率(B/A) 

 全日
制 

普通科 

(うちコース) 

26,007 

   (200) 

30,226 

  (236) 

1.16 

(1.18) 

専門学
科 

農業    795 773 0.97 

工業  2,382 2,116 0.89 

商業  2,285 2,451 1.07 

家庭    319 309 0.97 

看護     80 93 1.16 

外国語    319 438 1.37 

美術    120 155 1.29 

音楽    120 93 0.78 

書道     40 41 1.03 

体育    160 161 1.01 
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理数    280 487 1.74 

福祉     80 34 0.43 

人文     40 47 1.18 

国際文化     40 66 1.65 

映像芸術     40 50 1.25 

舞台芸術     40 30 0.75 

生物・環境
系 

   238    261 1.10 

専門学科
計 

 7,378  7,605 1.03 

総合学科  1,745  1,756 1.01 

合計 35,130 39,587 1.13 

※入学許可候補予定者数(A)は、募集人員から転勤等に伴う転編入学者等の募集人員を除いたもので
ある。 
※全日制における、転勤等に伴う転編入学者等の募集人員は 240人である。 
※倍率は小数点以下第 3位を四捨五入したものである。 

課程・学科 入学許可候補 

予定者数(A) 

志願者数(B) 倍率(B/A) 

定時制 

普通科 880    365 0.41 

専門学科 工業 240     46 0.19 

商業    40     5 0.13 

総合学科   900    790 0.88 

合計 2,060 1,206 0.59 
※入学許可候補予定者数(A)は、募集人員から転勤等に伴う転編入学者等の募集人員を除いたもので
ある。 
※定時制における、転勤等に伴う転編入学者等の募集人員は 56人である。 
※倍率は小数点以下第 3位を四捨五入したものである。 
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資料② 

東京都都立高校の推薦入試結果 
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資料③ 
都立高校出願状況 一般・分割前期 

 


